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軽井沢病院総合診療科

健康学と医療

医療にはいろいろな役割がある。治療する役割だ

けではなく、IFLl人を癒やしたり元気にしたりする役割を

もある。同時に、共同体の中で人が集い、安心を与え

る場としての役割もある。人々が「安 `さ Jして暮らせる

社会の来礎に、医療や福祉は大きな役割を果たしてい

る。病院は、社会やコミュニティーの「安心 Jを担保す

る場でもあるが、別の言い方をすれば、社会やコミュニ

テイーの「安心」を担保している場は、結果的に医療

的な働きをしている場であるとも言える。

現代医学は「病気学 Jである。医療者は「病気Jに

関する女Πi哉を重ねていくことで、病気への対処法を増

やしてきた.「病気学」を扱う場としての「病院 Jも、非

常に重要な役割を果たした。特に急性期医療に関し

ては日党ましい効果を Lげたcただ、今後私たちが作

り上げていく
`Zヽ

要のある医療は「病気学 Jよ りも「健
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康学」を見据えたものであり、「健康 Jを共に深めてい

くための場づくりではないだろうか。個人の心身や生

命の健康でもあるが、同時に土地や自然という場の健

康でもある。それは誰にでも関係があることで、全員が

当事者だ。これからの医療の課題は、「病気学 Jを扱

う「病院」のイメージで考えるよりも、「健康学 Jを扱う

「場」として考えてみることが人事なことだ。一見する

と医療とは思えない場であっても、実は私たちの心の

健康のために大きな役割を果たしていると気づく。

保養地としての軽井沢

では、社会の中でいのちの力を呼びさまし、心身の

「健康」へと誘う場、ただそこにいるだけで活力が生

まれて元気になる場、と考えてみると、どういうイメージ

が浮かぶだろうか。特定の場所、特定の行など、その

人に固有の場も多い。旅もそうした健康の場の一つで

ちり、ツーリズムに1ま

たnI能性がある[=

てた日常の中で、一 :

選難場が誰にもと i
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未来の医療と健康の場
生活の日常と旅の非日常
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あり、ツーリズムにはそうし

た可能性がある。疲れ呆

てた日常の中で、一時的な

避難場が誰にも必要だ。

時にはバーチャルリアリ

テイーが、そうした安全で

安′さな場になっている場

合もあるだろうのただ、私た

ちは生活をして暮らしてい

る.一時的な避難場も必

ず必要だが、日々 は日常の

生活の中にある。暮らして

いる街自体が、「健康Jに

なれる場であればどんなに良いだろうか。

一つの例として「軽井沢 Jを取り上げたい。軽井沢

|よ避暑地、別荘地であるが、「保養地 Jとしても知られ

ている。保養地という言葉には、「心身を休ませて健康

を養い保つ場」「養生を保つ場」「生を養い保つ場 J

という意味が込められている。それは、まさに都会や

都市というあたま優位の脳化社会の暮らしの中で、過

手Jな情報に疲労しているからだやこころが全体性を取

)戻す場としての保養地であり、そうした場を人々は求

め、多くの人の努力で作り「 lずてきたc

軽井沢は日本では誰もが知っている土地だが、保養

地としての歴史はそれほど長くはない.だからこそ、ほ

かの場でも真似できる可能性を秘めている場とも言え

る。街として発展し始めたのは、江戸f時代 (1600年 代 )

から中山道が整備されたことによる。明治以降は鉄道

の発達もあり、軽井沢は一度衰退した (1783年の浅「U

山の大噴火も影響している)。 ただ、明治20年 (1887

年 )ころにキリスト教の伝道師が軽井沢の美しい自然

に感動して、別荘を作って住み始めたときから、軽リト沢

の保養地としての歴史が始まる。カナダ人の聖公会宣

教師アレクサンダー・クロフトショーは、軽井沢の冷涼な

気候や風土が故郷のトロントと似ていると感じ、「屋根

のない病院 Jと呼んだ。キリスト教伝道師の清貧を大

切にする厳格な思想の影響もあり、lIIX井沢は法的拘

束力を持たない「要綱 Jだけで、保養地としての質を

保ち続け、今に至っている。下表は「il.4井沢町の自然

◎住宅の敷地は300坪以上で、建べい率。容積率20%が基本
餞綴地奄多く壌移曲然寵驚―に考えて鏃ヽ鶴

③家と家との境界は3メートル以上離し、道路から5メートル以上後退させる
鰺人と入との睡議感奄爆ら、繊雄奄置く皿爽

◎建物は2階建て以内で、高さ10メートルまで

な球の高さを超えなむヽ饉略がぽ然環境と溶け合わ菫養

◎家の塀も基本的には作らず、作る場合も低木で垣根のようにする
な 擁覆なくした方が近鱗とのゃながりが豊譲れ、輸ゎる蛛饗愉果が轟鶴

0有刺鉄線は禁止、庭を囲わざるを得ないときは金網を張って、低木を植えて緑地に見せる工夫をする
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保護対策要綱」から、保養地としての街づくりの特徴

的なことを一部紹介したものだ。

こうした軽井沢の最低限のルールを見ていると、人

間中心ではなく、動物や自然を中心に街づくりをしてい

るスタンスであることが分かる。街や暮らしの中心軸に

何を据えるのか。自然と分離・分断する街づくりもある

し、自然とつながり続け、調和 。融和していく街づくりも

ある。

「内的自然」は「外的自然」と呼応する

保養地を掲げて軽井沢が実践してきた街づくりは、

突飛で実現不可能なことではない。地方でも過疎化し

て困っている街や村も増えているが、その本質を受け

継ぐことは可能ではないだろうか。軽井沢が明治時代

から100年足らずで保養地をつくり守り続けてきたよう

に、自然を尊重し、自然を中心に据えた街づくりに取り

組むことこそが、心身にとって居心地の良い街として求

められているのではないだろうか。自然を人間がどの

ように敬っているのか、その心のありようが住まいや街

という形となる。ただいるだけで体や心が休まり、元気

になり、自然治癒力が活性化される場。そうした場こそ

が、未来の医療の場にもなり得るだろう。

地球という共有地に住んでいる私たちが常に問わ

れているのは、自然との関係性だ。私たちの体も心も

内なる自然そのものであり、自然の原理のもとで生き

て、生かされている。外にある自然と私たちの「内的自

然 Jとの関係性が壊れたり切れたりしてしまうと、内的

自然は「外的自然 Jと呼応し合うようにバランスが崩れ

る。外的自然とどのように共生していくかということは、

私たち自身の内的自然との共生にも直結している。結

局は、居′さ地が良いと思える住まいや環境や街に私た

ちは住みたいのだ。そして、それは私たちの思いが寄

り集まることで、必ずつくることができる。

旅によって心身が更新され、リフレッシュされる非日

常の場を発見することも人事だ。同時に、私たちが暮ら

している日常としての街自体も、心身が居心地の良い

街へと共につくりLげていくことも大切なことだ。旅す

る場、生活する場。非日常と|1常。その最適なバランス

は、心や体、生命が歓喜しているかどうかで、すくに解

答が出ているはずだ。頭の論理ではなく、生命が向か

いたい方向へと、私たちは暮らしをつくり続けていく必

要があるし、必ずつくることができる。
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医師、医学博士、東京大学医学部 lll属病院

循環器 内科助教 (～ 2020)。 軽井沢病院

総合診療科医長 .信州大学社会基盤研 究

所特任准教授、東京大学先端科学技術研

究 センター客員研 究員、東北芸術工科大

学客員教 l‐ .未来の医療 と社会の倉J発 の

ため、あらゆる分野 との接点 を探 る対話

を行 っている.著 書 :[いのちを呼びさま

すもの J(ア ノニマ スタジオ )、 Fこ ろころ
するからだ J(春 秋社 )な ど。
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